
第      11     号  

令和７年 (2025 年 )７月２日  

 

各市町村オホーツクＡＩ推進協議会委員 様 

（各市町村長） 

 

オホーツクＡＩ推進協議会会長  

（北海道オホーツク総合振興局長） 

 

令和６年度(2024 年度)実績報告及び決算並びに令和７年度(2025 年度) 

事業計画及び予算の承認等について 

日頃よりオホーツクＡＩ推進協議会の取組にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、このことにつきましては、オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱第７条第４

項の規定により、総会において議決を得ることとされておりますが、各委員の日程

調整が難しいことから、同条第８項の規定により書面により開催させていただきた

いと存じます。 

つきましては、次のとおりお諮りいたしますので、期日までにご回答いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

なお、本議案につきましては、事前に幹事会の皆様へ御意見等をお伺いしており

ますので申し添えます。 

記 

１ 議事 

議案第１号 令和６年度(2024 年度)実績報告及び決算報告 

議案第２号 令和７年度(2025 年度)事業計画及び予算（案） 

議案第３号 オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱の改正について 

 

２ 回答様式 

別紙のとおり 

 

３ 回答期日 

令和７年(2025 年)７月８日（火） 

事務局（地域創生部地域政策課内） 担当：林 

TEL：0152-41-0623 （内）2189 

FAX：0152-44-7261 

E-mail：hayashi.aki1@pref.hokkaido.lg.jp 



資料１

：

： 収入
支出

残高（繰越）

【監事当番表】

○

・大ほっかいどう祭

・春の全国交通安全運動総決起大会 ・飲酒運転根絶期間の啓発活動

経費  0 円

１　令和６年度事業報告及び決算報告について

監査実
施年度

事業内容

事業収支

つくつくオホーツクんの着ぐるみ・ＰＲ備品の貸出、オホーツク地域
に係る認知度・魅力度等調査、オホーツクイラストの活用促進事業、
ＳＮＳによる効果的な情報発信

R7R6

雄武町

小清水町

1,082,188 円
824,277 円

257,911 円

監事
北見市

網走市

（１）つくつくオホーツクんの着ぐるみ・ＰＲ備品の貸出

令和６年４月１日　～　令和７年３月31日

２３回（うち着ぐるみ９回、はっぴ５回、テーブルカバー３回、のぼり４
回、バックパネル２回）

実施日

貸出回数

平成２３年度に製作したシンボルキャラクター「つくつくオホーツクん」着ぐるみやのぼ
り、はっぴ等の貸出を行い、管内及び道外のイベント等で活用。

・「オホーツクフェアinチカホ」
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○

○ 認知度の推移（直近５年間）

○ 「オホーツク地域に行ってみたい」と考える人の割合推移（直近５年間）　（単位：％）

○ R6圏域別、性別来訪希望者数

○ R6性別、年代別来訪希望者数

※直近３ヶ年の調査結果の比較は別添１のとおり

（２）オホーツク地域に係る認知度・魅力度等調査

R6

割　合 64.9 63.0 58.1 60.4 58.9

年　度 R2 R3 R4 R5

R6

68.468.3

経費 272,140 円

納品日 令和7年2月18日

委託先 株式会社ネオマーケティング

年　度

割　合

R5

73.0 70.6

60.3

計

72.2 63.1

60代

男性 64.4 54.4 60.0 64.4

15-20代 30代 40代 50代

58.9 54.2

計 55.0 50.0 56.1 66.7 65.6 58.7

女性 45.6 45.6 52.2 68.9

（単位：％）

70.0 65.3

56.7

61.0

50.7 54.2

58.9

63.5男性

女性

計

55.3

55.3

55.3

オホーツクの魅力を発信するにあたり、オホーツク地域の知名度や地域イメージに関す

る現状を把握するとともに、今後の地域PRの戦略を立てる際の参考とするため、平成

24年度から継続して調査を実施。

首都圏・中京圏・近畿圏の15歳以上の男女900名を対象とし、インターネット調査を

実施。

令和６年度の認知度は68.4%であり、昨年度の実測値から0.1ポイント増加。各割付別

では、首都圏及び近畿圏での認知度が68％、性別・年代別では首都圏の４0代女性の認

知度が46.7%と低かった。

令和４年度より事業目標としている「「オホーツクに行ってみたい」と考える人の割

合」は58.9％で、昨年度から1.5ポイント減少する結果となった。各割付別では、首都

圏の割合が5５.３%と最も低く、性別・年代別では30代女性の数値が２６．７％と最も

低い結果となった。

（単位：％）

計中京圏

R2 R3 R4

73.2

近畿圏首都圏

（単位：％）
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

73.1% 71.8% 72.3% 70.2%

70.8% 68.8% 70.2% 64.6%

15～20代 61.1% 71.4% 65.0% 70.6% 70.0% 56.7% 93.3% 66.7% 83.3% 63.3% 83.3% 73.3%

30代 74.4% 63.6% 48.5% 74.3% 66.7% 83.3% 56.7% 76.7% 80.0% 70.0% 80.0% 60.0%

40代 75.0% 71.1% 67.5% 66.7% 70.0% 96.7% 93.3% 100.0% 83.3% 73.3% 83.3% 70.0%

50代 78.3% 79.8% 76.7% 79.0% 76.7% 56.7% 43.3% 73.3% 50.0% 76.7% 50.0% 56.7%

60代以上 94.4% 85.5% 90.7% 91.4% 90.0% 53.3% 63.3% 70.0% 73.3% 93.3% 73.3% 83.3%

全体 76.6% 74.3% 69.7% 76.4% 74.7% 69.3% 70.0% 77.3% 74.0% 75.3% 74.0% 68.7%

15～20代 46.9% 62.5% 66.7% 42.9% 53.3% 66.7% 56.7% 76.7% 70.0% 60.0% 70.0% 66.7%

30代 49.1% 64.9% 58.8% 61.8% 60.0% 83.3% 73.3% 63.3% 70.0% 66.7% 70.0% 50.0%

40代 72.7% 81.0% 66.2% 60.3% 70.0% 80.0% 76.7% 86.7% 83.3% 60.0% 83.3% 46.7%

50代 84.1% 77.3% 62.1% 61.5% 76.7% 60.0% 63.3% 60.0% 70.0% 70.0% 70.0% 83.3%

60代以上 94.7% 80.8% 83.3% 82.6% 86.7% 73.3% 70.0% 86.7% 83.3% 93.3% 83.3% 90.0%

全体 69.5% 73.3% 67.4% 61.8% 69.3% 72.7% 68.0% 74.7% 75.3% 70.0% 75.3% 67.3%

73.1% 73.8% 68.5% 69.1% 72.0% 71.0% 69.0% 76.0% 74.7% 72.7% 74.7% 68.0%

15～20代 71.4% 50.0% 50.0% 25.0% 60.0% 70.0% 80.0% 80.0% 56.7% 66.7% 56.7% 80.0%

30代 53.3% 77.8% 90.0% 76.9% 70.0% 73.3% 73.3% 73.3% 80.0% 60.0% 80.0% 73.3%

40代 69.6% 68.2% 80.0% 65.0% 73.3% 80.0% 93.3% 96.7% 83.3% 90.0% 83.3% 63.3%

50代 78.6% 78.9% 78.9% 69.6% 66.7% 46.7% 46.7% 70.0% 63.3% 73.3% 63.3% 83.3%

60代以上 100.0% 80.0% 81.8% 72.0% 90.0% 50.0% 50.0% 66.7% 70.0% 66.7% 70.0% 76.7%

全体 74.6% 71.0% 76.2% 61.7% 72.0% 64.0% 68.7% 77.3% 70.7% 71.3% 70.7% 75.3%

15～20代 42.9% 33.3% 71.4% 33.3% 50.0% 63.3% 53.3% 56.7% 83.3% 63.3% 83.3% 53.3%

30代 40.0% 42.9% 50.0% 57.1% 66.7% 73.3% 60.0% 73.3% 86.7% 70.0% 86.7% 53.3%

40代 70.0% 50.0% 80.0% 81.3% 66.7% 83.3% 66.7% 80.0% 83.3% 60.0% 83.3% 53.3%

50代 68.8% 100.0% 42.9% 66.7% 66.7% 63.3% 66.7% 86.7% 56.7% 63.3% 56.7% 80.0%

60代以上 100.0% 50.0% 75.0% 100.0% 83.3% 70.0% 60.0% 60.0% 70.0% 83.3% 70.0% 76.7%

全体 64.3% 55.2% 63.9% 67.7% 66.7% 70.7% 61.3% 71.3% 76.0% 68.0% 76.0% 63.3%

69.5% 63.1% 70.0% 64.7% 69.3% 67.3% 65.0% 74.3% 73.3% 69.7% 73.3% 69.3%

15～20代 60.0% 73.3% 60.0% 0.0% 73.3% 66.7% 80.0% 66.7% 66.7% 70.0% 66.7% 66.7%

30代 48.6% 54.2% 57.7% 70.4% 66.7% 76.7% 66.7% 80.0% 86.7% 53.3% 86.7% 60.0%

40代 72.0% 60.8% 72.9% 66.7% 63.3% 83.3% 76.7% 86.7% 80.0% 86.7% 80.0% 73.3%

50代 79.6% 72.9% 71.4% 73.3% 73.3% 66.7% 60.0% 66.7% 70.0% 66.7% 76.7%

60代以上 89.1% 91.5% 87.8% 79.4% 86.7% 56.7% 63.3% 50.0% 46.7% 60.0% 46.7% 73.3%

全体 69.9% 70.0% 70.2% 57.6% 72.7% 71.3% 70.7% 68.7% 69.3% 68.0% 69.3% 70.0%

15～20代 42.9% 60.0% 71.4% 50.0% 66.7% 70.0% 50.0% 56.7% 70.0% 53.3% 70.0% 56.7%

30代 61.2% 59.6% 74.2% 57.6% 33.3% 76.7% 53.3% 73.3% 76.7% 63.3% 76.7% 60.0%

40代 63.4% 57.7% 64.3% 60.0% 46.7% 66.7% 66.7% 83.3% 76.7% 86.7% 76.7% 56.7%

50代 88.2% 76.2% 81.4% 57.9% 66.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 73.3%

60代以上 92.3% 85.0% 76.7% 85.7% 90.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 83.3%

全体 69.6% 67.7% 73.6% 62.2% 60.7% 82.7% 74.0% 82.7% 84.7% 80.7% 84.7% 66.0%

69.7% 68.8% 71.9% 59.9% 66.7% 77.0% 72.3% 75.7% 77.0% 74.3% 77.0% 68.0%

赤字：その年の上位３位までの数値
青字：その年の下位３位までの数値

赤字：その年の上位３位までの数値
青字：その年の下位３位までの数値

中京圏

男性

女性

性別・年代　合計

近畿圏

男性

女性

性別・年代　合計

首都圏

男性

女性

性別・年代　合計

73.2%
実測値

69.3% 70.3% 66.9%
平準化

73.0% 70.6% 60.3% 68.4%

認知度の推移（H24～R5）

認知度
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◆行ってみたいと思う人の割合　※「行ってみたい」が含まれた値の合計

R6

15～20代 46.7%
30代 36.7%
40代 60.0%
50代 63.3%

60代以上 70.0%
全体 55.3%

15～20代 66.7%
30代 26.7%
40代 56.7%
50代 70.0%

60代以上 56.7%
全体 55.3%

55.3%
15～20代 80.0%
30代 70.0%
40代 56.7%
50代 70.0%

60代以上 73.3%
全体 70.0%

15～20代 36.7%
30代 53.3%
40代 53.3%
50代 56.7%

60代以上 53.3%
全体 50.7%

60.3%
15～20代 66.7%
30代 56.7%
40代 63.3%
50代 66.7%

60代以上 73.3%
全体 65.3%

15～20代 33.3%
30代 56.7%
40代 46.7%
50代 80.0%

60代以上 66.7%
全体 56.7%

61.0%

中京圏

男性

女性

性別・年代　合計

近畿圏

男性

女性

性別・年代　合計

58.9%

首都圏

男性

女性

性別・年代　合計
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○

○

※詳細な結果は別添２のとおり

経費 501,917 円

（３）オホーツクイラストの活用促進事業

経費 50,220 円（オホーツクールイラスト使用料）

オホーツクイメージ発信プロモーション事業で得られたコンテンツを活用するため、大西イ
ラストレーターのイラストデザインに関する契約を継続。

（４）管内周遊型イベントによる来訪促進事業

・管内住民や観光客に対する周遊促進によるオホーツクの地域経済活性化、SNSへの写真投
稿を促すことによる国内外に向けたオホーツクの魅力発信を目的に、オホーツク周遊クイズ
ラリー2024を実施。

・実施期間：令和６年（2024年）８月５日～令和６年（2024年）10月３１日
・事業概要：①18市町村の対象施設に設置したポスター内の問題を解き、正答数に応じて
　　　　　　　抽選で商品をプレゼント。
　　　　　　②撮影した写真をSNSに投稿した方には別途抽選で賞品プレゼント。

クイズラリーコースの有効応募数は３６１件、SNSコース投稿件数は20件。
クイズラリーコース応募者の在住地域は、管内44％、管外（道内）41％、管外（道外）
15％。応募者の年代は、60代以上２６％、５０代２０％、４０代１７％、30代１６％、２
０代９％、10代以下１２％の結果であり、SNSやHPなどを駆使した若年層への周知及び
認知度・魅力度向上に向けた取組が必要と考える。
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○ 各種SNSの運用実績

○

○

「つくつくオホーツクん」Instagram・Facebookアカウント（振興局所有）に加え、オホー

ツクイメージ戦略推進委員会から承継した「オホーツクール」X(旧Twitter)を引き続きメイン

に運用し、地域に関する様々な情報発信を実施。

今年度についても、引用リツイートによる管内情報の拡散、訪れた飲食店やおすすめ観光ス

ポットの紹介など幅広い発信を行った。

X(旧Twitter)については、週３回投稿を目安に継続的な投稿を心がけ、年間計107回投稿した

結果、フォロワー数は前年度末から153人増の4,523人に上った。フォロワー増加の要因とし

ては、継続的な投稿及び首都圏などでのイベントでの周知による影響が考えられる。

Instagram及びFacebookについては、引き続きFacebookと連携した同時投稿を行うことで

より効率的な情報発信を行い、Instagramフォロワー数は前年比31人増の1,865人、

Facebookのフォロワー数は前年比5人増の897人を獲得した。

SNSを利用したオホーツク情報の拡散のため、次年度も継続して実施予定。

経費 ０ 円

（５）ＳＮＳによる効果的な情報発信

実施日 令和6年４月１日　～　令和７年３月31日

投稿回数
・オホーツクールX(旧Twitter)：107回（前年度260回）
・つくつくオホーツクんInstagram：34回（前年度123回）
・つくつくオホーツクんFacebook：34回（前年度123回）

フォロワー数
（R６.4月→R７.3月）

【X(旧Twitter)】4,370人→4,523人（+153人）※参考：前年度増加数 499人
【Instagram】1,834人→1,865人（+31人）※参考：前年度増加数 417人
【Facebook】892人→897人（+5人）※参考：前年度増加数 97人
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● R６年度オホーツクールX(旧Twitter)いいね数上位投稿

● R６年度オホーツクールX(旧Twitter)インプレッション数*上位投稿

*インプレッション数：ツイートの閲覧者数

● R６年度オホーツクールX(旧Twitter)いいね数上位投稿（一例）

・プリン専門店「極上プリン専門店　こい」 ・麺屋ななしぐれ　相ノ内店 ・たべものや

・北海道連鎖殺人
オホーツクに消ゆ～

追憶の流氷・涙のニポポ人形

・おそば家「汐彩」

4 たべものや 4,817 143
5 オホーツクキャラクターカード　 4,653 18

2 麺屋ななしぐれ　相ノ内店 5,653 140
3 北海道連鎖殺人　オホーツクに消ゆ～追憶の流氷・涙のニポポ人形 5,359 51

No. 投稿内容 インプレッション数 いいね数
1 プリン専門店「極上プリン専門店　こい」 13,000 57

4 ぐるっとパノラマ美幌峠 89 11

5 展望台「ラ・ルーナ」ホテル日の出岬 83 12

2 麺屋ななしぐれ　相ノ内店 140 17

3 おそば家「汐彩」 90 9

1 たべものや 143 14

（５）ＳＮＳによる効果的な情報発信

No. 投稿内容 いいね数 リツイート数
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【収入】 （単位：円）

【支出】 （単位：円）

【オホーツク地域に係る認知度・魅力度等調査】

【オホーツクイメージ発信プロモーション事業の
コンテンツを活用したPR事業】

オホーツクールイラスト使用料

 

【管内周遊型イベントによる来訪促進事業】

謎解き周遊イベント

（次年度へ繰越）

オホーツクＡＩ推進協議会
令和６年度(2024年度)決算書（案）

科目 予算額 決算額 差引増減 内訳

負担金 950,000 950,000 0 @50,000円×19（18市町村＋総合振興局）

繰越金 131,792 131,792 0 前年度繰越金

経理簿
Ｎｏ．

雑収入 4 396 392 利息396円

1,081,796 1,082,188 392

科目 予算額 決算額 差引増減 内訳

1

55,000 50,220 △ 4,780 50,220 円 ２

280,000 272,140 △ 7,860 　インターネット調査業務依頼料 272,140円

予備費 196,796 0 △ 196,796

事業費

550,000 501,917 △ 48,083 501,917円 3

 オールオホーツク魅力委員会事業との連携等

3 差引残高 257,911 円       

1,081,796 824,277 △ 257,519

1 収入決算額 1,082,188 円     
2 支出決算額 824,277 円       



日付 収入 支出 残高 支出先・入金元 内容 No.
R6.4.1 131,792 131,792 前年度繰越金
R6.5.20 50,000 181,792 興部町 負担金
R6.5.21 50,000 231,792 西興部村 負担金
R6.5.22 50,000 281,792 雄武町 負担金
R6.5.24 50,000 331,792 紋別市 負担金
R6.5.24 50,000 381,792 遠軽町 負担金
R6.5.24 50,000 431,792 置戸町 負担金
R6.5.24 50,000 481,792 津別町 負担金
R6.5.27 50,000 531,792 美幌町 負担金
R6.5.28 50,000 581,792 佐呂間町 負担金
R6.5.28 50,000 631,792 北見市 負担金
R6.5.29 50,000 681,792 オホーツク総合振興局 負担金
R6.5.29 50,000 731,792 小清水町 負担金
R6.5.30 50,000 781,792 滝上町 負担金
R6.5.30 50,000 831,792 大空町 負担金
R6.5.31 50,000 881,792 斜里町 負担金
R6.5.31 50,000 931,792 訓子府町 負担金
R6.5.31 50,000 981,792 湧別町 負担金
R6.5.31 50,000 1,031,792 網走市 負担金
R6.5.31 50,000 1,081,792 清里町 負担金
R6.8.2 29,480 1,052,312 須田製版北見営業所 クイズラリー　応募箱 3
R6.8.5 196,020 856,292 北日本広告社 チラシ、応募用紙、ポスター 3
R6.8.6 6,072 850,220 株式会社オフィスワン クリップペンシル 3
R6.8.19 45 850,265 利息
R7.2.14 220,440 629,825 見込み（うみのば） クイズラリー賞品代 3
R7.2.17 351 630,176 利息
R7.2.18 38,770 591,406 郵便局 賞品発送代 3
R7.2.28 272,140 319,266 見込み（ネオマーケティング） 認知度・魅力度調査 １
R7.3.4 5,695 313,571 清月 クイズラリー賞品代 3
R7.3.4 5,440 308,131 めまんべつ産業開発公社 クイズラリー賞品代 3
R7.3.25 45,115 263,016 北海道教育大学岩見沢校　大西氏 オホーツクールイラスト 2
R7.3.28 5,105 257,911 網走税務署 オホーツクールイラスト（源泉徴収分） 2

257,911
257,911
257,911
257,911
257,911

1,082,188 824,277 257,911

令和６年度(2024年度)オホーツクＡＩ推進協議会　経理簿



 

オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱（案） 

（名称） 

第１条 この協議会は、オホーツクＡＩ推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、オホーツク管内の市町村と北海道オホーツク総合振興局が連携し、オホ

ーツク地域の魅力を高め、地域内外にその魅力を発信することにより、オホーツク地域の

活性化に資することを目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条に規定する目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) オホーツク地域の各種情報の発信に関する事業 

(２) オホーツク地域の魅力の再認識及び地域の一体感の醸成に関する事業 

(３) 前２号に掲げるもののほか、前条に規定する目的を達成するために必要な事業 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる職にある者を委員として組織する。ただし、事業を実

施するため専門的知識を有する者から意見を聴取する場合その他の必要がある場合は、

特別委員を置くことができる。 

２ 特別委員は、前項ただし書の規定による意見の聴取等が終了したときは、解任されるも

のとする。 

（会長） 

第５条 協議会に会長を置く。 

２ 会長は、北海道オホーツク総合振興局長をもって充てる。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指定する委員がその職務を代理する。 

（監事） 

第６条 協議会に監事を２人置く。 

２ 監事は、下記表のとおり順番に選出する。 
 
〈参考：過去選出市町村、今後の選出予定〉 

 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

大空町 小清水町 置戸町 清里町 津別町 北見市 網走市 

上湧別町 西興部村 雄武町 興部町 紋別市 滝上町 湧別町 

       

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 

斜里町 小清水町 網走市 美幌町 津別町 斜里町 清里町 

訓子府町 雄武町 北見市 紋別市 佐呂間町 遠軽町 湧別町 

       

R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28   

小清水町 訓子府町 置戸町 大空町 美幌町 津別町  

滝上町 興部町 西興部村 雄武町 佐呂間町 遠軽町  



 

 

３ 監事は、協議会の会計その他事務を監査する。 

４ 監事の任期は、２年とする。ただし、監事が欠けた場合における補欠の監事の任期は、

前任者の残任期間とする。 

５ 監事は、再任されることができる。 

（総会） 

第７条 協議会に総会を置く。 

２ 総会は、委員をもって構成する。 

３ 総会は、会長が招集する。 

４ 総会の議決事項は、次のとおりとする。 

(１) 予算（負担金を含む。）及び決算に関する事項 

(２) 事業計画の策定及び実績の報告に関する事項 

(３) この要綱の制定及び改廃に関する事項 

(４) 協議会の解散に関する事項 

(５) その他会長が必要と認めた事項 

５ 総会は、委員の２分の１以上が出席しなければ、開くことができない。 

６ 総会の議事は、出席した委員の３分の２以上をもって決する。 

７ 委員は、やむを得ない理由により出席することができない場合は、当該委員の補助機関

である職員を代理人として議決権を委任することができる。 

８ 第５項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他や

むを得ない事情により総会を招集することができないと会長が認めるときは、書面によ

り総会を行うことができる。 

（幹事会） 

第８条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、委員の補助機関の職員のうち、別表第２に掲げる者をもって構成する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置く。 

４ 幹事長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

５ 幹事会は、幹事長が招集する。 

６ 幹事会は、次の事項を協議し、決定する。 

(１) 総会に付議すべき事項に関する事項 

(２) 総会の議決した事項の執行に関する事項 

(３) その他幹事長が必要と認めた事項 

７ 幹事会は、幹事の２分の１以上が出席しなければ、開くことができない。 

８ 幹事会の議事は、出席した幹事の３分の２以上をもって決する。 

９ 幹事は、やむを得ない理由により出席することができない場合は、委員の補助機関であ

る職員のうち幹事以外の職員を代理人として出席させることができる。 



 

10 第７項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他や

むを得ない事情により幹事会を招集することができないと幹事長が認めるときは、書面

により幹事会を行うことができる。 

（事務局） 

第９条 協議会の事務を円滑に処理するため、事務局を北海道オホーツク総合振興局地域

創生部に置く。 

２ 事務局には、事務局長、事務局次長及び事務局職員を置く。 

３ 事務局長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部長とする。 

４ 事務局次長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課長とする。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 協議会に関する事務の総括 

(２) 市町村その他関係機関との連絡調整 

(３) 協議会の経費の執行、管理等 

（会計） 

第 10条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３月 31日までとする。 

２ 予算は、総会の議決によりこれを定めなければならない。 

３ 決算は、監事の監査を受けた後、総会の議決を得なければならない。 

４ 協議会の経費は、協議会委員の負担金及び利息その他の収入をもって充てるものとす

る。 

５ 前項の負担金は、各委員が同額を負担するものとする。 

６ 協議会の経費の執行、管理等については、北海道財務規則（昭和 45 年北海道規則第 30

号）の規定に準じて会長が別に定めるところにより、処理するものとする。 

（剰余金の処理） 

第 11条 決算において、剰余金が発生した場合は、総会の議決を経て処分しなければなら

ない。 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関する事項その他必要な事項は、

会長が別に定める。 

附  則 

1 この要綱は、平成 20年４月１日から施行する。 

2 この要綱は、平成 22年４月１日から施行する。 

3 この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 

4 この要綱は、平成 29年６月 27日から施行する。 

5 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

6 この要綱は、令和４年５月 10 日から施行する。 

7 この要綱は、令和６年５月８日から施行する。 



 

8 この要綱は、令和７年 月 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

別表第１ 

所属・役職名 

北 見 市 長 

網 走 市 長 

紋 別 市 長 

美 幌 町 長 

津 別 町 長 

斜 里 町 長 

清 里 町 長 

小 清 水 町 長 

訓 子 府 町 長 

置 戸 町 長 

佐 呂 間 町 長 

遠 軽 町 長 

湧 別 町 長 

滝 上 町 長 

興 部 町 長 

西 興 部 村 長 

雄 武 町 長 

大 空 町 長 

北海道オホーツク総合振興局長 

 

 

 

 

  



 

別表第２ 

所属・役職名 

北 見 市 企 画 課 長 

網 走 市 企 画 調 整 課 長 

紋 別 市 企 画 調 整 課 長 

美 幌 町 政 策 推 進 課 長 

津 別 町 住 民 企 画 課 長 

斜 里 町 企 画 総 務 課 長 

清 里 町 企 画 政 策 課 長 

小 清 水 町 企 画 財 政 課 長 

訓 子 府 町 政 策 推 進 課 長 

置 戸 町 企 画 財 政 課 長 

佐 呂 間 町 企 画 財 政 課 長 

遠 軽 町 企 画 課 長 

湧別町企画財政課未来づくり担当課長 

滝 上 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 

興 部 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 

西 興 部 村 企 画 総 務 課 長 

雄 武 町 総 合 政 策 課 長 

大 空 町 ま ち づ く り 推 進 室 長 

北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課長 

 

 



                                         資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度（2025年度）事業計画及び予算（案）について 

１ 事業目標（ＫＰＩ） 

・「オホーツク地域に行ってみたい」と考える人の割合 64％（Ｒ７）※５８.9％（Ｒ６） 

（オホーツクの認知度 72%（R7）※68.４％（Ｒ６）） 

 

オホーツクＡＩ推進協議会では、オホーツク連携地域政策展開方針の地域重点政策ユニッ

ト「多様な地域資源を活かしたオホーツク地域への来訪促進プロジェクト」において設定さ

れたＫＰＩ（重要業績評価指標）「オホーツク地域に行ってみたい」と考える人の割合を令

和６年の５８.９％から令和11年に72.1％まで高めることを目標とし、その達成度を評価

することとしている。 

また、オホーツクの魅力を道内外へ効果的に発信し、オホーツク地域への来訪促進対策を

総合的に展開することを目的としており、来訪希望度と合わせ、認知度についてもKPI とし

て設定している。 

 

２ 現状・課題 

  令和６年度の「オホーツク地域に行ってみたい」と考える人の割合は、前年度比１.５％増

の５８.９％となったが、コロナ禍前の水準には戻っておらず低迷が続いている。 

選択肢別で見ると「行ったことがないので行ってみたい」が 4１.6％、「行ったことがあ

るがもう一度行ってみたい」が1７.３％となっており、オホーツク地域へ初めての来訪を希

望する人が多い状況。 

オホーツクに行ってみたいと思う理由では、海産物を食べたい、知床や流氷観光をしたい

との回答が多く、その他の要素については魅力としてあまり伝わっていない。 

 

３ 事業概要 

オホーツク地域は自然や花、食など世界に誇る多様な地域資源を有している地域であり、

その魅力を地域内で共有し、さらに管外へ広く発信するため、地域の一体感の醸成や管外に

おけるオホーツクとの接点づくり・内外のコミュニティ形成を図る場の検討を行う他、より

効果的な情報発信に取り組むとともに、管内の特徴をモチーフにした親しみのあるイラスト

を活用し地域ＰＲを実施する。 

 来訪促進に向けては、オホーツクイメージ発信プロモーション事業で制作したイラスト等

を活用したWEB広告キャンペーンを実施する。 



資料２ 

 

 

 

 

 

（１）つくつくオホーツクん着ぐるみ・ＰＲ備品の貸出（継続） 

 

 ○道や市町村、民間企業等が各地で実施するイベント等に着ぐるみ等を貸し出し、地域 PR 事業

をサポートする。 

○また、管内イベントにおいて「つくつくオホーツクん」による賑やかしを実施し、地域意識の醸

成に取り組むほか、SNSへの写真・動画掲載等による効果的な情報発信を行う。 

 

 〈予算案〉 

つくつくオホーツクん着ぐるみ・ＰＲ備品の貸出 

 経費負担なし（運送に係る経費は実施主体負担） 

 

合計        ０ 円  

 

（２）オホーツク地域に係る認知度・魅力度等調査（継続） 

 

 ○オホーツク地域の認知度、各市町村の認知度などを継続的に調査するとともに、今後の展開を

検討する上で参考になる項目について調査する。 

調査対象年齢、地域等については、これまでの調査と整合性を保つため、昨年同様とする。 

調査項目・回答方法については、今後の事業に生かせるよう、各市町村の意向を踏まえ検討する。 

 

〈予算案〉 

オホーツク地域に係る認知度・魅力度等調査 

 〈調査依頼料〉 

  １４問×９００サンプル（首都圏・中京圏・近畿圏対象） 

 

合計    280,000 円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度（2025年度）事業計画（案） 



資料２ 

 

 

（３）オホーツクールイラストの活用促進事業（継続） 
 

 ○前年度に引き続き、大西洋氏のイラスト使用に係る契約を継続し、当該コンテンツを活用した

PR事業を実施するとともに、オホーツクールイラストの活用促進のため、北海道教育大学岩見

沢校との連携を実施。 

  
  

〈予算案〉 

オホーツクイメージ発信プロモーション事業のコンテンツを活用したＰＲ事業 

 〈オホーツクールイラスト〉 

  年間契約料                      55,000円 

  

              

 

合計    55,000 円  

 

（４）ＳＮＳによる効果的な情報発信（継続） 
 

 ○引き続き、拡散力の高いSNSを使用してオホーツク管内の情報を発信する。 

各市町村や振興局内から随時投稿記事を募集するほか、積極的に管内に出向き写真・動画撮影

や取材を行っているところだが、18市町村の記事を均等に掲載できていない。 

庁舎から見える景色でも構わないので、写真と投稿文を送付していただけると、現在よりも投

稿数が増え、興味を持ってもらえる記事が投稿できる。 

＜運用中のSNS＞ 

・オホーツクールX（旧Twitter)（AI 協議会所有アカウント） 

・YouTube チャンネル「つくつくオホーツクん」（ 〃 ） 

・つくつくオホーツクん Instagram（振興局所有アカウント） 

・つくつくオホーツクん Facebook（ 〃 ） 

 

  ※振興局独自事業との共催とし、諸経費は振興局で負担。 

  

 

〈予算案〉 

ＳＮＳによる効果的な情報発信 

 経費負担なし 

     

合計        0 円  
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（５）WEB広告を活用したPR事業（新規） 
 

 ○例年実施している「オホーツク地域に係る認知度・魅力度等調査」において、オホーツクールの

取組に対しての認知度が低いことから、Web広告を活用した「オホーツクール」を広く周知す

る「オホーツクールPRキャンペーン」を実施。 

  

 ○バナーデザイン等については、オホーツクールイラストを使用。 

 

〈予算案〉 

WEB広告を活用したPR事業 

 〈PR事業〉 

  広告料                              350,000円 

  景品                                                          250,000円 

 

合計    600,000 円  

 

 

（6）オホーツクスキル登録システムの創設の検討（新規） 
 

○地域の一体感の醸成や管外におけるオホーツクとの接点づくり・内外のコミュニティ形成を図る

場の創出の検討。 

 

   

オホーツクスキル登録システムの創設の検討 

 〈オホーツクスキル登録システムの創設〉 

  事業実施に係る調査・検討等                    100,000円 

   

 

合計    100,000 円  
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収入の部 

繰越金 〈令和６年度繰越金〉 

 

小計 257,911 円  

負担金 〈令和７年度負担金（予定）〉 

 50,000円×１８市町村              900,000円 

 50,000円×１オホーツク総合振興局          50,000円 

 

 小計 950,000 円  

雑収入 〈利息〉 

 

小計     4 円  

収入合計  

合計 1,207,915 円   

 

支出の部 

オホーツク地域に

係る認知度・魅力

度等調査 

〈調査依頼料〉 

14問×９００サンプル（首都圏・中京圏・近畿圏対象） 

 

小計  280,000 円  

オホーツクイメー

ジ発信プロモーシ

ョン事業のコンテ

ンツを活用したＰ

Ｒ事業 

〈オホーツクールイラスト〉 

 年間契約料                   55,000円 

 

 

 小計  55,000 円  

WEB 広告を活用

したPR事業 

〈WEB広告を活用したPR事業〉 

 

小計     600,000 円  

オホーツクスキル

登録システムの創

設の検討 

〈オホーツクスキル登録システムの創設〉 

 

小計     100,000 円   

予備費  

小計   172,915 円   

支出合計  

合計 1,207,915 円 

 

令和７年度（2025年度）事業予算（案）〈概算〉 



   

議案第３号 

 

オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱の改正について 

 

＜議 題＞ 

オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱の改正について 

 

【改正案】 

別添資料１－１、１－２のとおり 

 

 
 本協議会の業務を監査する監事（任期：２年）については、設置要綱第６条に基づき委
員の互選により２名を置くこととしているが、今後、下記表のとおり順番に選出することと
し、今年度実施の監査から適応することとしたい。 

 

 

 

 

 

〈対象市町村〉 

① ～ 網走市、美幌町、津別町、斜里町、清里町、小清水町、訓子府町、置戸町、大

空町 

② ～ 北見市、紋別市、佐呂間町、遠軽町、湧別町、滝上町、興部町、西興部村、雄

武町 

 
〈参考：過去選出市町村、今後の選出予定〉 

 

監査実施年度 令和７年度 令和８年度 

監事 
網走市 

北見市 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 
大空町 小清水町 置戸町 清里町 津別町 北見市 網走市 
上湧別町 西興部村 雄武町 興部町 紋別市 滝上町 湧別町 

       
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 
斜里町 小清水町 網走市 美幌町 津別町 斜里町 清里町 
訓子府町 雄武町 北見市 紋別市 佐呂間町 遠軽町 湧別町 

       
R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28   
小清水町 訓子府町 置戸町 大空町 美幌町 津別町  
滝上町 興部町 西興部村 雄武町 佐呂間町 遠軽町  
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オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱 新旧対照表 

新 旧 備 考 

（名称） 

第１条 この協議会は、オホーツクＡＩ推進協議会（以下

「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、オホーツク管内の市町村とオホーツク総

合振興局が連携し、オホーツク地域の魅力を高め、地域内

外にその魅力を発信することにより、オホーツク地域の活

性化に資することを目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条に規定する目的を達成するため、次

に掲げる事業を行う。 

（１）オホーツク地域の各種情報の発信に関する事業 

（２）オホーツク地域の魅力の再認識及び地域の一体感の醸

成に関する事業 

（３）前２号に掲げるもののほか、前条に規定する目的を達

成するために必要な事業 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる職にある者を委員とし

て組織する。ただし、事業を実施するため専門的知識を有

する者から意見を聴取する場合その他の必要がある場合

は、特別委員を置くことができる。 

２ 特別委員は、前項ただし書の規定による意見の聴取等が終

了したときは、解任されるものとする。 

（会長） 

（名称） 

第１条 この協議会は、オホーツクＡＩ推進協議会（以下

「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、オホーツク管内の市町村とオホーツク総

合振興局が連携し、オホーツク地域の魅力を高め、地域内

外にその魅力を発信することにより、オホーツク地域の活

性化に資することを目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条に規定する目的を達成するため、次

に掲げる事業を行う。 

（１）オホーツク地域の各種情報の発信に関する事業 

（２）オホーツク地域の魅力の再認識及び地域の一体感の醸

成に関する事業 

（３）前２号に掲げるもののほか、前条に規定する目的を達

成するために必要な事業 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる職にある者を委員とし

て組織する。ただし、事業を実施するため専門的知識を有

する者から意見を聴取する場合その他の必要がある場合

は、特別委員を置くことができる。 

２ 特別委員は、前項ただし書の規定による意見の聴取等が終

了したときは、解任されるものとする。 

（会長） 
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第５条 協議会に会長を置く。 

２ 会長は、北海道オホーツク総合振興局長をもって充て

る。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指定する委

員がその職務を代理する。 

（監事） 

第６条 協議会に監事を２人置く。 

２ 監事は、下記表のとおり順番に選出する。 

 
〈参考：過去選出市町村、今後の選出予定〉 

 

３ 監事は、協議会の会計その他事務を監査する。 

４ 監事の任期は、２年とする。ただし、監事が欠けた場合

における補欠の監事の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 監事は、再任されることができる。 

（総会） 

第７条 協議会に総会を置く。 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

大空町 小清水町 置戸町 清里町 津別町 北見市 網走市 

上湧別町 西興部村 雄武町 興部町 紋別市 滝上町 湧別町 

       

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 

斜里町 小清水町 網走市 美幌町 津別町 斜里町 清里町 

訓子府町 雄武町 北見市 紋別市 佐呂間町 遠軽町 湧別町 

       

R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28   

小清水町 訓子府町 置戸町 大空町 美幌町 津別町  

滝上町 興部町 西興部村 雄武町 佐呂間町 遠軽町  

第５条 協議会に会長を置く。  

２ 会長は、北海道オホーツク総合振興局長をもって充て

る。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指定する委

員がその職務を代理する。 

（監事） 

第６条 協議会に監事を２人置く。 

２ 監事は、委員が互選する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 監事は、協議会の会計その他事務を監査する。 

４ 監事の任期は、２年とする。ただし、監事が欠けた場合

における補欠の監事の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 監事は、再任されることができる。 

（総会） 

第７条 協議会に総会を置く。 
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２ 総会は、委員をもって構成する。 

３ 総会は、会長が招集する。 

４ 総会の議決事項は、次のとおりとする。 

（１）予算（負担金を含む）及び決算に関する事項 

（２）事業計画の策定及び実績の報告に関する事項 

（３）この要綱の制定及び改廃に関する事項 

（４）協議会の解散に関する事項 

（５）その他会長が必要と認めた事項 

５ 総会は、委員の２分の１以上が出席しなければ、開くこ

とができない。 

６ 総会の議事は、出席した委員の３分の２以上をもって決

する。 

７ 委員は、やむを得ない理由により出席することができな

い場合は、当該委員の補助機関である職員を代理人として

議決権を委任することができる。 

８ 第５項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止する

ため必要があるときその他やむを得ない事情により総会を

招集することができないと会長が認めるときは、書面によ

り総会を行うことができる。 

（幹事会） 

第８条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を

置く。 

２ 幹事会は、委員の補助機関の職員のうち、別表第２に掲

げる者をもって構成する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置く。 

２ 総会は、委員をもって構成する。 

３ 総会は、会長が招集する。 

４ 総会の議決事項は、次のとおりとする。 

（１）予算（負担金を含む）及び決算に関する事項 

（２）事業計画の策定及び実績の報告に関する事項 

（３）この要綱の制定及び改廃に関する事項 

（４）協議会の解散に関する事項 

（５）その他会長が必要と認めた事項 

５ 総会は、委員の２分の１以上が出席しなければ、開くこ

とができない。 

６ 総会の議事は、出席した委員の３分の２以上をもって決

する。 

７ 委員は、やむを得ない理由により出席することができな

い場合は、当該委員の補助機関である職員を代理人として

議決権を委任することができる。 

８ 第５項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止する

ため必要があるときその他やむを得ない事情により総会を

招集することができないと会長が認めるときは、書面によ

り総会を行うことができる。 

（幹事会） 

第８条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を

置く。 

２ 幹事会は、委員の補助機関の職員のうち、別表第２に掲

げる者をもって構成する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置く。 
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４ 幹事長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域

政策課長をもって充てる。 

５ 幹事会は、幹事長が招集する。 

６ 幹事会は、次の事項を協議し、決定する。 

（１）総会に付議すべき事項に関する事項 

（２）総会の議決した事項の執行に関する事項 

（３）その他幹事長が必要と認めた事項 

７ 幹事会は、幹事の２分の１以上が出席しなければ、開く

ことができない。 

８ 幹事会の議事は、出席した幹事の３分の２以上をもって

決する。 

９ 幹事は、やむを得ない理由により出席することができな

い場合は、委員の補助機関である職員のうち幹事以外の職

員を代理人として出席させることができる。 

10 第７項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止する

ため必要があるときその他やむを得ない事情により幹事会

を招集することができないと幹事長が認めるときは、書面

により幹事会を行うことができる。 

（事務局） 

第９条 協議会の事務を円滑に処理するため、事務局を北海

道オホーツク総合振興局地域創生部に置く。 

２ 事務局には、事務局長、事務局次長及び事務局職員を置

く。 

３ 事務局長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部長

とする。 

４ 幹事長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域

政策課長をもって充てる。 

５ 幹事会は、幹事長が招集する。 

６ 幹事会は、次の事項を協議し、決定する。 

（１）総会に付議すべき事項に関する事項 

（２）総会の議決した事項の執行に関する事項 

（３）その他幹事長が必要と認めた事項 

７ 幹事会は、幹事の２分の１以上が出席しなければ、開く

ことができない。 

８ 幹事会の議事は、出席した幹事の３分の２以上をもって

決する。 

９ 幹事は、やむを得ない理由により出席することができな

い場合は、委員の補助機関である職員のうち幹事以外の職

員を代理人として出席させることができる。 

10 第７項の規定にかかわらず、感染症のまん延を防止する

ため必要があるときその他やむを得ない事情により幹事会

を招集することができないと幹事長が認めるときは、書面

により幹事会を行うことができる。 

（事務局） 

第９条 協議会の事務を円滑に処理するため、事務局を北海

道オホーツク総合振興局地域創生部に置く。 

２ 事務局には、事務局長、事務局次長及び事務局職員を置

く。 

３ 事務局長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部長

とする。 
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４ 事務局次長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部

地域政策課長とする。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 協議会に関する事務の総括 

(２) 市町村その他関係機関との連絡調整 

(３) 協議会の経費の執行、管理等 

（会計） 

第 10 条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３

月 31 日までとする。 

２ 予算は、総会の議決によりこれを定めなければならな

い。 

３ 決算は、監事の監査を受けた後、総会の議決を得なけれ

ばならない。 

４ 協議会の経費は、協議会委員の負担金及び利息その他の

収入をもって充てるものとする。 

５ 前項の負担金は、各委員が同額を負担するものとする。 

６ 協議会の経費の執行、管理等については、北海道財務規

則（昭和 45 年北海道規則第 30 号）の規定に準じて会長が

別に定めるところにより、処理するものとする。 

（剰余金等の処理） 

第 11 条 決算において、剰余金が発生した場合は、総会の

議決を経て処分しなければならない。 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関

する事項その他必要な事項は、会長が別に定める。 

附  則 

４ 事務局次長は、北海道オホーツク総合振興局地域創生部

地域政策課長とする。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 協議会に関する事務の総括 

(２) 市町村その他関係機関との連絡調整 

(３) 協議会の経費の執行、管理等 

（会計） 

第 10 条 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３

月 31 日までとする。 

２ 予算は、総会の議決によりこれを定めなければならな

い。 

３ 決算は、監事の監査を受けた後、総会の議決を得なけれ

ばならない。 

４ 協議会の経費は、協議会委員の負担金及び利息その他の

収入をもって充てるものとする。 

５ 前項の負担金は、各委員が同額を負担するものとする。 

６ 協議会の経費の執行、管理等については、北海道財務規

則（昭和 45 年北海道規則第 30 号）の規定に準じて会長が

別に定めるところにより、処理するものとする。 

（剰余金等の処理） 

第 11 条 決算において、剰余金が発生した場合は、総会の

議決を経て処分しなければならない。 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関

する事項その他必要な事項は、会長が別に定める。 

附  則 
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1 この要綱は、平成 20年 4 月 1日から施行する。 

2 この要綱は、平成 22年 4 月 1日から施行する。 

3 この要綱は、平成 24年 4 月 1日から施行する。 

4 この要綱は、平成 29年 6 月 27 日から施行する。 

5 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

6 この要綱は、令和４年５月 10日から施行する。 

7 この要綱は、令和６年５月８日から施行する。 

8 この要綱は、令和  年  月  日から施行する。 

 

別表第１ 

所属・役職名 

北 見 市 長 

網 走 市 長 

紋 別 市 長 

美 幌 町 長 

津 別 町 長 

斜 里 町 長 

清 里 町 長 

小 清 水 町 長 

訓 子 府 町 長 

置 戸 町 長 

佐 呂 間 町 長 

遠 軽 町 長 

湧 別 町 長 

1 この要綱は、平成 20年 4 月 1日から施行する。 

2 この要綱は、平成 22年 4 月 1日から施行する。 

3 この要綱は、平成 24年 4 月 1日から施行する。 

4 この要綱は、平成 29年 6 月 27 日から施行する。 

5 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

6 この要綱は、令和４年５月 10日から施行する。  

7 この要綱は、令和６年５月８日から施行する。 

 

 

別表第１ 

所属・役職名 

北 見 市 長 

網 走 市 長 

紋 別 市 長 

美 幌 町 長 

津 別 町 長 

斜 里 町 長 

清 里 町 長 

小 清 水 町 長 

訓 子 府 町 長 

置 戸 町 長 

佐 呂 間 町 長 

遠 軽 町 長 

湧 別 町 長 
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滝 上 町 長 

興 部 町 長 

西 興 部 村 長 

雄 武 町 長 

大 空 町 長 

北海道オホーツク総合振興局長 

 

別表第２ 

所属・役職名 

北 見 市 企 画 課 長 

網 走 市 企 画 調 整 課 長 

紋 別 市 企 画 調 整 課 長 

美 幌 町 政 策 推 進 課 長 

津 別 町 住 民 企 画 課 長 

斜 里 町 企 画 総 務 課 長 

清 里 町 企 画 政 策 課 長 

小 清 水 町 企 画 財 政 課 長 

訓 子 府 町 政 策 推 進 課 長 

置 戸 町 企 画 財 政 課 長 

佐 呂 間 町 企 画 財 政 課 長 

遠 軽 町 企 画 課 長 

湧別町企画財政課未来づくり担当課長 

滝 上 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 

興 部 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 

滝 上 町 長 

興 部 町 長 

西 興 部 村 長 

雄 武 町 長 

大 空 町 長 

北海道オホーツク総合振興局長 

 

別表第２ 

所属・役職名 

北 見 市 企 画 課 長 

網 走 市 企 画 調 整 課 長 

紋 別 市 企 画 調 整 課 長 

美 幌 町 政 策 推 進 課 長 

津 別 町 住 民 企 画 課 長 

斜 里 町 企 画 総 務 課 長 

清 里 町 企 画 政 策 課 長 

小 清 水 町 企 画 財 政 課 長 

訓 子 府 町 政 策 推 進 課 長 

置 戸 町 企 画 財 政 課 長 

佐 呂 間 町 企 画 財 政 課 長 

遠 軽 町 企 画 課 長 

湧別町企画財政課未来づくり担当課長 

滝 上 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 

興 部 町 ま ち づ く り 推 進 課 長 
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西 興 部 村 企 画 総 務 課 長 

雄 武 町 総 合 政 策 課 長 

大 空 町 ま ち づ く り 推 進 室 長 

北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課長 
 

西 興 部 村 企 画 総 務 課 長 

雄 武 町 総 合 政 策 課 長 

大 空 町 ま ち づ く り 推 進 室 長 

北海道オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課長 
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第     13        号     

     令和７年(2025 年)７月 10 日 

 

各市町村オホーツクＡＩ推進協議会委員 様 

（各市町村長） 

  オホーツクＡＩ推進協議会会長  

   （北海道オホーツク総合振興局長） 

 

令和６年度(2024 年度)実績報告及び決算並びに令和７年度(2025 年度) 

事業計画及び予算の承認等について 

このことについては、令和７年(2025 年)７月２日付け第 11 号にてお諮りしていた

ところですが、全ての市町村の皆様より承認をいただき、議決されましたので、ご報

告いたします。 

つきましては、別紙のとおり令和７年(2025 年)７月 10 日付けで協議会設置要綱を

改正しましたので、お知らせします。 

なお、事業の実施にあたりましては、委員の皆様とも連携をしながら、より効果的・

効率的な取組となるよう努めてまいりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

記 

１ 送付資料 

 （１）オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱（改正後全文） 

 （２）オホーツクＡＩ推進協議会設置要綱（新旧対照表） 

 

事務局（地域創生部地域政策課内）担当：林 

TEL：0152-41-0623 （内）2189 

FAX：0152-44-7261 

E-mail：hayashi.aki1@pref.hokkaido.lg.jp 


